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日本の大学に入学したアジア人留学生の追跡調査研究

一九州帝国大学への朝鮮人留学生を中心に一

高 仁 淑

はじめに

　九州大学においては1999年に，同窓生相互の交流と親睦を深めることを目的として，13部三二の

同窓会と日本国内外各地門別の同窓会の連合体組織としての「九州大学同窓会連合会」が発足し，

大学と卒業生の連携を緊密化している。現在九州大学の海外同窓会支部には，韓国支部，台中支部，

北京支部，タイ支部などがあり，各支部は，九州大学へ留学したアジア各国の卒業生によって構成

されている。これらの支部は，帰国して各分野で活躍している同窓生の相互交流の場となり，ひい

ては国際交流の場となっている。現在の同窓会連合会中の「在韓国九州大学同窓会」支部において

も在韓国の同窓生たちが母校を誇りに思いつつ，それぞれの分野で活躍している。ある新聞記者が

3年間の韓国滞在中，在韓同窓会の集まりに参加して彼らの母校愛を伝えている。（1）

　帝国大学令が発布された後，4番目に設置された九州帝国大学は，1906年設立の京都帝国大学福

岡医科大学に，新設の工科大学を統合した形で1911年に誕生した。その後農学部，法文学部，理学

部の順に学部が増設され，帝国大学として成長・発展してきた。九州帝国大学は，アジアの拠点と

いう地域的な特性が活かされ，創立当初から多数のアジア人留学生を受け入れた。

　帝国大学への入学は，旧制中学校，旧制高等学校から進むのが一般的なコースで，留学生の場合，

その入学資格を得ることからして困難であった。

　ここでは，九州帝国大学出身者に関する文献や史料をもとに追究した前回の報告書（2）の残され

た課題を中心として，母校九州帝国大学と関わりを持っている同窓会の会員を対象に，各学部の同

窓会誌や名簿などを手がかりに追跡調査する。さらにアンケートやインタビューの分析などをとお

してこれからの大学の国際交流のあり方を考えたい。

　そして，本稿によって戦前の留学生研究の基礎が整えられ，次の段階の研究の展望に役に立つこ

とを望む。

1，九州帝国大学出身のアジア人留学生

　九州帝国大学の初期の卒業生の多くは既に他界し，わずかな人数の方しか健在ではないが，卒業

後の活躍ぶりは著しい。九州帝国大学への外国人留学生第1号は，京都帝国大学福岡医科大学の時
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代に入学した朝鮮人留学生金台鎮（3）であった。彼に続いた留学生は，2年後の1913年7月に工科

大学に入学した，「中華民国」からの留学生何肇中と癩増高だった。

　『留学生名簿』固によると中国人初期留学生は次の3人である。何湯中は，広東省出身で，採鉱学

を専攻して1916年7月に卒業した。そして，最増能は，江西省出身で1913年7月入学，土木工学を

学んで1921年忌卒業している。1917年には，選科生として治医学に楊鋳成が四川省から留学し，翌

年修了している。

　台湾からは，1915年忌大学院の医学科に嘉義州出身彦行生の名前が見られるが，1917年に休学し，

同年退学している。そして1923年，工学部に張基全が応用化学専攻生として入学，1926年退学して

いる。同じく工学部に瑠璃新畳が，1925年採鉱学専攻生として入学，1926年退学となっている。

　その後「満州国」からの留学生やタイ人，まれではあるが米国人留学生がいる♂5）

　ここで各学部別の留学生の在学状況をみると次のようである。

2．工学部の設置と留学生

　1）医学部

　京都帝国大学福岡医科大学は，1911年勅令第45号をもって，九州帝国大学医科大学に改められた。

その医科大学には，朝鮮人留学生金台鎮が九州帝国大学の第1号留学生として在学している。そ

の次が面諭澤である。『九州帝国大学卒業生氏名録』には，1921年3月学士試験合格と書かれてい

る。（6）

　鄭民澤に関しては，学生課の『留学生名簿』にも，医学部所属，府県別欄は京城府，大正十年三

月三十…日卒業と記入されている。このふたりの他に，医学部には合わせて11名の卒業生の名前が

みられる。

　2）工学部

　191！年九州帝国大学工科大学として開設された工学部の学科は，土木工学科，機械工学科，電気

工学科，応用化学科，採鉱学科，冶金学科の6学科であり，講座は19講座であった。工学部の最初

の留学生は中国人だった。

　工学部の初めての朝鮮人学生は，1922年に入学した金大羽（採鉱学科1925年卒）である。金大羽

は在韓国九州大学総同窓会初代会長（1948～1976年）を務め，慶尚北道知事などを歴任した。その

次の留学生が元商工部長官安東赫（1929年卒）であり，同じく　1929年3月学士試験に合格した伊

沢正（本名タ柱福）の順に名前が掲載されている。工学部には中国人留学生が早くから入学してい

る反面，朝鮮人留学生は初期にはいなかった。工学部の朝鮮人留学生数は4つの学部の中で一番少

ない。そして，『在韓国九州大学同窓会名簿』などには，1938年から敗戦まで工学部出身者は見当

たらない。それに対してこの時期は，法文学部に朝鮮人留学生が急増している。
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　3）農学部

　1920年の農学部創設時には，農学科，農芸化学科，林学科の3学科をもってスタートした。東京

帝国大学，東北帝国大学に続いて3番目に設置された帝国大学の農学部である。1918年，朝鮮総督

府勧業模範場技師であった本田幸介や東京帝国大学農科大学教授らが創立委員として委嘱されてい

る。九州帝国大学は，農学部設置以前から，樺太，朝鮮，台湾に大学直属の基本財産として演習林

を所有していた。これらの植民地の付属演習林は農学部に付属された。（7＞

　現在も同窓会活動が活発に行われている農学部には朝鮮人留学生が27人いて，法文学部の次に多

い留学生数である。農学部同窓会誌『同窓会報』には金寅換（林学科10期）と沈鍾墜（林学科20期）

のふたりの文が寄せられている。

　金寅喚は，韓国農村振興庁長の時「韓国の農業発展と国際協力」について記している。（8）また，

沈鍾蔓が記す大学時代の思い出話の中に，戦争下の工学部と農学部がもたされた重要性を読みとる

ことができる。「この非常時下でも工学部と農学部の一部（林学と水産学）に対しては従来どおり，

延期が認められ残るようになった。その時まで林学を学んで来た私にとってはこの時ほど林学の重

要性を認めさせられた時はなかった。これが林産学専攻の動機ともなった」（9）。彼は農学部で林産

学を専攻していたため，戦争のさなか兵役延期の特典が認められ，学業に専念したのである。

　4）法文学部

　1924年に設置された法文学部は，当初法学部を設置する構i想であったが，予算の関係で，3つの

学部を1つの学部に圧縮し，東京帝国大や京都帝国大の形と異なる新しい構想で開設された。（10）

　法文学部は後に法学部，経済学部，文学部に細分化されるが，法文学部には朝鮮人留学生が最も

多く所属していた。九州帝国大学の4つの学部の中で一番多い人数を占め，朝鮮人の官僚中心主義

的な発想がここに反映されていると思われる（工学部には朝鮮人留学生が少ない）。

　ここで，法学部と経済学部出身者の同窓会誌や『九州帝国大学新聞』等に寄稿している卒業生の

文を紹介したい。

①・法学部

　九州帝国大学で学んだことを誇りとして生きてきた法学部卒業者たちは，今も母校との深い関わ

りを持って交流し続けている。そして同窓会員同士助け合う連帯性も強い。全禮鋳は九州大学法学

部の韓国のある大学の法学部との学術交流調印に際して「遙か海の彼方の我が母校が一歩身近に近

づいてきたような気がしてまことになつかしい一時でした」とその母校愛を表している。前述の記

者によると，金鍾大は「韓国の同窓生たちは，九大卒業を大きな誇りとして生きて来た。多くの先

輩たちに助けられた」と繰り返し話しており，同窓の強い連帯感や共同体意識が窺える。

②　経済学部

　『九州大学経済学部同窓会報』には，干端憲（中国・1941卒），崔虎鎮（韓国・1941卒），パイヨン・

シュティクル（タイ・1937卒）の座談が「留学生活の思い出」という題で掲載されている。（11）
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　3人の主な経歴をまとめると次のようである。

。門端憲は，！9！2年生まれ，1934年九州帝国大学に入学。帰国後抗日戦線に参加。1950年光華大学

　助教授，1957年四川大学を経て上海復亘大学世界経済研究所教授。

・崔丁丁は，19！4年生まれ，普成専門学校を経て，1941年九州帝国大学法文学部経済学科卒業。同

　年，同副手。戦後，1945～1946年京城大学法文学部経済学科教授を経て，ソウル大学経済学部の

　創設に尽力，のち延世大学教授を経て同名誉教授。韓国経済学会名誉会長，毎日経済新聞社常任

　顧問，大韓民国学術院終身会員。

　　主な著書＝『近代朝鮮経済史』1942年，『近代韓国経済史研究』1958年，『韓国貨幣小史』1974

　　　　　　　年，など。

　　　　　　　「朝鮮における郵便貯金の発達」『九州帝国大学新聞』1942年7月20日

　　　　　　　「モーリスターランと朝鮮研究一不滅の業績を顧みて一」『九州帝国大学新聞』

　　　　　　　1943年6月20日

。パイヨン・シュティクル：初めてのタイ国出身留学生，日本大使館の書記官，韓国大使，日本大

　使など歴任。

　以下，座談会「留学生活の思い出」から留学の動機と入学のころ，大学生活についてまとめる

と次のようである。

国留学の動機と入学のころ

・干端悪：中国留学生のための一高特設予科入学，1931年八高入学，1934年九州帝国大学に無試験

　　で入学。波多野先生に師事。

　　入学したころ，中国人留学生はアメリカへ1万人，日本へ1万人位だった。

　　中学生のころ国共合作の影響で経済学を勉強することを決心。

・二王鎮：独立運動のため，1番上の兄が渡米し，2番目の兄は投獄されたことに反発していたこ

　　ろから経済学を勉強しようと志した。しかしながら，京城帝国大学には経済学科がなかったた

　　め九州帝国大学へ入学した。

　　経済学は当局から危ない学問と言われた。良い成績で入学したため波多野先生から認められた。

・パイヨン・シュティクル：九大時代は日本語がたどたどしく，模範答案を作ってもらった。1937

　　年満州事変が起こった日に神戸に着き，1938年横浜高商入学，複数の大学教授の推薦で九州帝

　　国大学に無試験：入学した。

　　日本が国際連盟を脱退したときに，タイが同情投票をしたため，日本・タイは友好国となり，

　　そのため日本留学を勧められ，九州帝国大学最初の日本留学生として送り出された。そのころ

　　東京には800人のタイ人留学生がいたというが，自分は何も考えずに日本へやってきたという。

図大学生活について

・干四悪：波多野先生のゼミなどで，アジア的生産様式について討論したことを覚えている。

・崔虎鎮：波多野先生のゼミでは，リカードウの『地代論』，ヒルファーディングの『金融資本論』

　　を討論した。
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・干端惑：当時は卒業のための単位も多く，自分は2年間で全部取ってから，あと1年は『資本論』

　　を勉強した。

・乳虎鎮：あのころは24単位だった。3回の試験で，2年次の1学期で30単位以上を取ってオーバー

　　した。

Q：下宿か寮か

　崔：正門前の農家で7年間下宿。

　干：正門前で農学部の学生と3年間一緒に下宿。

Q：学生のころはしょっちゅう，警察が来たのではないですか。

　干：思想刑事が下宿に来て本棚を見てうるさかった。しょっちゅう来ていました。

　パイヨン：外事課がうるさかった。戦時中教練もしていたが，教官の配慮で見学した。勤労奉仕

　　で稲刈りもした。

　崔：休みに関釜連絡船で家へ帰るとき，高等係刑事が船に乗り，いちいちチェックを受けるが，

　　帝国大学の帽子をかぶっているとそのままパスするため，大学内ではかぶらない帽子を家へ帰

　　るときはかぶるようにした。

　　当時，私立大学の学生は，全部荷物の検査を受けていた。

　　休みに家へ帰ると所轄署に真先に報告書を提出しなければならない。研究室勤務時代も同じ。

Q：遊び方はどうでしたか。

　崔：下宿と大学図書館をまわるレギュラーコース。研究室にベッドを入れて夜通し勉強した。

　パイヨン：雲仙，長崎，鹿児島などよく行き，遊んだ。

　干：スポーツが好きで，バスケットボール部であった。文部省が組織して全国を1ヶ月旅した。

③文学部

　中国人留学生張兆豊が1936年『九州帝国大学新聞』に中国人留学生の活躍を掲載している。（12）

しかし内容は，医学部，工学部，農学部，法文学部の卒業生の活動についてであるため本論では省

くことにする。ちなみに，張兆豊は，華僑3世で1933年に法文学部入学，1936年に卒業した。文学

部には14名の朝鮮人留学生がいた。

3．卒業後の活躍と大学生活の影響について

　『在韓国九州大学同窓会消息』（13）をもとに複数の名簿を照合した結果，1945年までの朝鮮人卒業

生は148名程度であると把握した。しかしながら，朝鮮人の創氏改名や太平洋戦争の影響で正確な

留学生数の把握は困難である。実際の数はこれ以上になると考えられる。この148名を学部別にみ

ると以下のとおりである。

　　医学部：13

　　工学部：7

　　農学部：24
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　　法文学部

　　　法学部：82

　　　文学部：14

　　　緯…済部：　8

　この中で130人以上がすでに他界している。北朝鮮在住などで消息が断え，生死が判らない方が

いる。ちなみに，農学部に博士号を取った女性がいたが，昨年94歳で亡くなっている。

　九州大学出身朝鮮人留学生の職業をみると大学の教授や総長など研究者が一番多い。また長官級

の官僚，政治家，外交官，弁護士，金融家，実業家など各界でリーダーシップを発揮してきた。朝鮮

入留学生の卒業後の目覚ましい活動について，前述の韓国駐記者となった日本人同窓生は「約40人

もの人数が集まり二度びっくり。商工，建設，内務の各官僚経験者，元国会議員，元外交官，現役の

弁護士，医者，大学教授，経済評論家，会社社長と“重量級”がずらりと並んでおられました」簡と

記している。このように彼らは卒業後，様々な分野で指導者の役割を担って来たということができ

る。

　では，彼らの中に，植民地本国で学ぶことに朝鮮人としての葛藤はなかったのだろうか。

　九州帝国大学の影響について在韓国九州大学同窓会前脚長である聖帝鋳は次のように述懐してい

る。

　「朝鮮人学生としての悩みを胸の中に秘めながら現実を直視し尚且それに相応しい生き方を考え

ながら懸命に勉強しました。国際公法を大澤章教授に，民法を舟橋諄一教授，刑法を宮本修教授，

英法の田中和夫教授，行政法の宇賀田順三教授の名講義は今も脳裡に鮮やかに残って居ります」駒

　全禮鋳は，京城高商を卒業してから日本へ留学，1933年法文学部法学科を卒業，同年高文行政科

にパス，行政官などとして朝鮮各道を転々とした。韓国政府樹立と同時に外務部局長として再出発

以来，復興部長官，建設部長官などを歴任した。

　農学部出身の沈下蔓は「今でも印象に残っているのは，大学の自由な雰囲気でした。大学はこん

なに自由なところかなと思われたのです」⑯と大学内では教授をはじめ，学生たちに自由な雰囲気

がみられたと語っている。軍国主義の下でも自由にものを言い，植民地下の朝鮮人留学生たちにも

何らかのヒントを与えるようなリベラルな教授も多く，そのような先生を尊敬していた大学の生活

の影響が留学生たちの生き方に反映されていると思われる。

4．「留学生調査報告書」の分析

　九州帝国大学への朝鮮人留学生が増加したのは1930年代であり，ご存命の同窓生は，1930年代以

降の在学，卒業生が主で，1940年代戦争末期に留学した方が大多数である。

　九州大学へ留学した卒業生たちのアンケートやインタビューなどに見られるように，太平洋戦争

に巻き込まれた彼らの留学時代は，戦争や特高の監視の他にも徴兵が若き苦悩であった。
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　1）　日本留学の理由

　インタビュー中の崔科斗と沈鍾蔓が，朝鮮に農学部がなかったために，九州大学へ入学したと言っ

ているように，植民地朝鮮には自分が学びたい学問分野がなく，日本へ留学したケースも少なくな

い0

　3．1運動後の朝鮮民衆の高等教育機関要望による朝鮮人の民立大学構想に対し，朝鮮総督府は

京城帝国大学という形で対応した。1924年5番目の帝国大学として出発した植民地大学である京城

帝国大学には，法文学部と医学部の予科が設けられ，限られた者が入学を許可された。当初から植

民地官僚養成を目的に開設され，朝鮮人は少数しか入学できなかった。第1回卒業掌中朝鮮人は48

人，第2回が44人だった。（17）

　そのために，経済力がある一部の朝鮮人子弟は，高等教育を受けるために日本の大学を目指して

日本へ留学し，日本への留学生が戦争末まで増え続けた。朝鮮内の私立の高等教育機関で学ぶ，学

生が一千名であるのに対して，日本での留学生は5千名に近かったと言われる程，朝鮮で高等教育

を受けることはたやすいことではなかった。（18＞

　1930年代から日本の大学への入学者が増加した理由は，このように朝鮮内の高等教育機関に入学

することよりも日本の方が比較的に入り易かったからだと言われている。そして，高等教育は日本

の一部の高等教育機関へ留学生が集中した。朝鮮の私学普成専門学校や延禧専門学校よりも日本の

私学の方の朝鮮人留学生の数が多かった。それは，かえって日本の方が監視や取り締まりが比較的

に少なかったこともあるという。

　留学生たちは，特に学校の数が多い東京に集中していたが，九州帝国大学においては，地理的な

条件と帝国大学というメリットが九州帝国大学への留学生を増加させた要因と思われる。

　相聞相の調査によると「一九四一年調査の大学・高専生九千数百名のうち調査済み六四ニ一名の

在籍校をみると，大部分は東京の私立大学に集中している。その内訳は，学部一二八七名，専門及

び高等四二九一名，予科八四三名と専門部が圧倒的に多い。学科別では，法科一九八四名，商科一

員二七名，経済七九四名，文哲・高師四一二名，理工・数・医三二二名の順で」（19）あり，戦争末期

まで朝鮮人留学生が増加する傾向だった。

　このように日本へ留学する理由としていくつか考えられることは，日本の大学の方が入りやすい

点やヨーロッパなど他の国への留学が許可されなかったこと，そして，特高に干渉されるものの，

日本の方が朝鮮より比較的身辺が安全であることがあげられる。

　インタビューで崔虎鎭が話しているように帝国大学の場合は，私立大学よりも自由にものが言え

たと言われている。また，植民地京城帝国大学のよりも日本の帝国大学の方が自由主義であったと

留学生たちが伝えている。

　崔虎鎭は帰国するとき，わざと大学帽をかぶって帰ったと話しているが，そのように帝国大学留

学生と私学の留学生に対する待遇が違ったことも推測される。
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　2）　大学生活について

　朝鮮では1937年「皇国臣民ノ誓詞」が制定され，これを斉唱することが強要されたほかに，神社

参拝，宮城声誉，日の丸掲揚，正午の黙祷，国民服と戦闘帽子の着用等々が強制された。1938年の

第3次教育令改訂は，教育政策をとおして良質な植民地人的資源を確保する政策であった。

　太平洋戦争の最中に徴兵から免除され，卒業や修了に至った朝鮮人留学生は少数で，大勢の学生

が学徒出陣で戦死している。理科系である工学部と農学部の林学科と水産学科の学生は，兵役が免

除されたため，沈鍾鰹は1942年入学から終戦まで，農学部の林学科で大学課程を済ましたと後に述

べているが，軍国主義体制の大学環境に巻き込まれた留学生たちは，生死にかかる大学生活を過ご

した。

　1943年10月に入学，1944年1月に入隊し，ヨルダン大使など外交官を経験した蘇尚永はアンケー

トに，「学徒兵特別志願問題による家庭内部の意見対立および急変する時局など，当時人文科の在

学生たちの勉学雰囲気は，とてもあわただしくて落ち着いた状況ではなく，語れるエピソードを持

ち合わせていない」と答え，戦時下の緊迫した大学生活を伝えている。外務部長官などを歴任した

金束酢も「1945年の敗戦までの戦時状況が，私の学生生活のすべてである」など人生の黄金期の20

代に戦争に巻き込まれた大学生活を語っている。このように学問の殿堂の大学で，ペンの代わりに

武器を持たされた若者たちの学徒出陣における苦悩については後述したい。

　戦後の卒業生で工学部出身である安牛漢は「日本の政府は韓国に東洋拓殖会社をつくって，広大

な韓国の土地をこの会社に編入したため，農民は小作農に転落しました。これで，農民は貧困にあ

えぐようになり，日本人は優越感を満足させていた。日本の植民地政策は誤っていました」と植民

地を批判し，21世紀の母校九州大学の展望を期待している

　3）　大学教官の思い出について

　大学と家を往復するレギュラーコースで研究に没頭した崔虎鎭は，大学院終了後，助手の仕事に

つき研究生活に励むキャンパス生活を送った。戦争の最中，突然警察がやって来て彼が捕まえられ

そうになった時の話である。なぜ大学を終えても軍隊に入らないかと引っ張られそうになって，指

導教官の助けでその場を免れた。その後研究生活に妨げになりそうな時は，指導教官がすぐに教え

てくれて何とか徴兵を免れたと回想している。⑳

　大学教官に対する共通的な答えとしては，自由にものを言うリベラリストが多く，大学は非常に

自由であったと答えている。戦争末期の空気の中でも反戦や日本帝国主義を批判する教授や学生も

いて，良心的な教授が中にはいたと付け加えている。⑳

　法学部出身金詰大氏は，「うちの大学でも大沢章さん。あの人は非常にベラルリストで韓国に愛

弟子もいました。あの時は軍国主義だから露骨には言いませんけど，なんとかヒントをね，我々に

ヒントをくれるようなものを言ってくれたんです。」自由主義という言葉を書くのさえ困難があっ

た時代に，何らかのメッセージを学生たちに贈ろうという学問の場でのあるべき姿がみられる。

　卒業直前に学徒出陣によって徴兵された農学部出身趙載英は教授から，「禁止されていた朝鮮語
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を，しかも方言を装って話せば分からないから話しなさい。責任は自分が負うから安心して朝鮮語

を方言で話すように配慮していただいて」と言われた。（22）このように戦時下，教官の一言が留学生

たちにとって励みになったと思われる。

　崔虎鎭は，植民地京城帝国大学の三宅鹿之助教授の日本帝国主義批判論事件を取りあげ，植民地

京城帝国大学の教授よりも日本の帝国大学の方が自由主義的であったと伝えている。このような傾

向によって私立大学よりも自由にものを言えた。

　このように，植民地京城帝国大学と九州帝国大学の空気は全然違っていて，九州帝国大学教授の

リベラリズムが語られている。そして，軍国主義下での一部の大学教官の不屈の姿勢が異常な状況

に追い込まれた留学生たちの記憶に残る美談となって，当時の大学教授の権威を物語っているよう

に思われる。

　4）　日本人学生との関わり

　卒業生は大学教官の思い出話など留学時代の思い出を多く語っている反面，聞き方にもよるが，

日本人学生との関わりについてはあまりふれていない。大多数の留学生たちはキャンパスの外では，

自分たちの同胞同士の交流をしていたのではないかと窺える。

　当時の九大生についての印象は勤勉な学生が多かったと話している。「大部分旧制高校出身で

「浪人禁止令」で入った学生たちは割と真面目な人たちばかり，もちろん東大や京大やら何回も受

けて滑った人ばかりでしたから」（23＞と法文学部の出身者が印象に残る日本人学生たちの勉学雰囲気

を書いている。

　留学生たちは，日本人の友だちが少なく，高等教育を受けている一部の朝鮮人留学生との交流が

中心だったが，恵まれた方であった。一方，留学生たちが感じた大学の自由な雰囲気とは対照的に

一歩キャンパスを出ると，外の世界の現実と向き合わなければならない二重構造の留学生活の営み

であった。。大学の自由な雰囲気と町の貧しい朝鮮人の問を生きた朝鮮人エリートたちにとって，

大学という空間は彼らにとって落ち着くことのできる唯一な場として位置づけれる。日本人学生た

ちとの交わりの中でその文化を共有してきた彼らの文化に朝鮮人特有な日本文化が反映されている

と思われる。

　戦前のエリートたちのロマンであった蛮カラ大学文化は，朝鮮にも上陸した。大学生たちが乱れ

た服装で，お酒を飲んで，大きな声で歌を歌いながら町中を大騒ぎした日本の一種の反抗的な学生

文化であった。京城帝国大学にも日本人学生の問でこのような遊びの風潮が蔓延し，朝鮮人学生た

ちにも流行った。

　京城帝国大学予科第1回入学生丁丁午は，次のように同世代のエピソードを述べている。当時一

般に流行った《デカンショ》（24）を大声で歌いながら市内の警察や新聞社などで乱舞している日本

人学生に対して「小田省吾予科部長が警察を回って拘留されている学生たちを出したりした。

しかし，大学当局は，それを見て見ぬふりをしていた。なぜなら，これから国民を指導できるよう

な気象を培うのに，蛮カラの気質は必要であるという見解だった」（25）
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　このような蛮カラ文化を共有し経験したエリートたちは植民地官僚として育成された。このよう

なサムライ的な文化は本来，朝鮮人学生は，敬遠視され，馴染まないことであった。しかし，同じ

空間で過ごす間に朝鮮人たちもその文化に吸収されてきた。この蛮カラ気質の大学文化は，朝鮮人

学生に内面化され，朝鮮人留学生なりのエリート意識として現れはじめたとみられる。

　丁仙伊『京城帝国大学研究』髄は，このような朝鮮人エリートたちについて，次のように述べて

いる。「朝鮮人学生は，部分的には民族主義的な性格が表出されていたとしても積極的な抵抗文化

を形成できず，日本的な性格の集団文化に編入された。彼らは，1930年代からだんだん国家考試準

備の風潮の文化を形成していた。朝鮮人学生たちの社会階層成分は，朝鮮人学生たちが形成した変

質な大学文化の性格の理解の手助けになる要因とみられている」伽

　朝鮮人エリートたちはその置かれた生活環境によって日本の集団文化に同化されつつ，積極的な

自分たちの文化を築かず，大学の場という居場所で自分たちのアイデンティティーを形成し，朝鮮

人としての特別なエリート意識を芽生えさせた。

　次の語りから朝鮮人留学生たちの苦悩の一断面が読みとれる。

　「箱崎あたりには当時貧しい人たちの集住地区がありまして，濁酒を買いに行ったんですよ。そ

こに韓国人がいっぱい住んでいた。そしたらね，大学帽子を被って買いに行ったら私を敵視するん

です。帰ってきました。お前はもう日本人だ，我々はこんな苦労をしているのにお前は何だという

ことでしょう。だいたい九州は韓国人が多く，炭坑から出てきてそこに住んでいて非常に環境が悪

かった。だから，その後そこには近寄らなかった。しかし大学の雰囲気は自由主義で，今考えても

良かったと思います」⑳

　大学の自由な雰囲気と異なり，キャンパス周辺で同胞たちの現実に直面する朝鮮人留学生たちの

ジレンマがこの文に表現されていると思われる。また，帝国大学留学生として朝鮮人に敬遠視され，

大学の中での日本人学生に対しては，被植民地朝鮮人である違和感を持ち，二重の若き苦悩が窺え

る。

　かつて上流社会に属していた朝鮮人エリートたちにとって，植民地朝鮮人という屈辱的な身分か

ら脱皮するには，社会移動装置を突破するしがなかった。さらに言えば，国家考試こそ，その抵抗

の砦となっていたと考えられる。高等教育を受けている一部の朝鮮人留学生は，当時，恵まれた方

であった。そのため，労働者として生きている同胞に違和感を与え，同時に，朝鮮人からも敬遠視

され，「大学という居場所」は，特別な意味を持つ空間だった。

　5）学徒出陣

　留学生調査の共通話題が戦争や学徒出陣であった。ご存命の方は，1930年代以降の在学，卒業生

で，1940年代戦争末期に留学した方が大多数で，彼らの留学時代は，太平洋戦争の最中である。ア

ンケートやインタビューなどにも見られるように，戦争や特高の監視の他にも徴兵は若い日の苦悩

であった。

　徴兵から免除され，卒業や修了に至った留学生がいる一方，学徒出陣で大勢の留学生が戦死して
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いるのも事実である。修了した留学生は，学徒出陣の時に日本の兵士として一緒に戦場に向かった

留学生について何も言淫せずにいるのが現実であった。

　朝鮮・台湾留学生の学徒出陣については，姜三相の『朝鮮人学徒出陣　一もう一つのわだっみ

のこえ一』が出され，その実体が浮き彫りにされた。（29）その後，個別大学史においては，中野光

がはじめて朝鮮・台湾留学生の学徒出陣について触れている。（30）中野光の指摘のように朝鮮・台

湾留学生の学徒出陣については大学百年史などに記述はまったく欠落している。個別の大学史で，

そのことを取り上げてる大学は私立大学が主である。欠落している点，九州大学史も例外ではない。

　1943年11月20日の「学徒出陣」記事を最後に休刊された『九州帝国大学新聞』（31）には，九大生た

ちの切迫さが伝わる。法文学部生が中心になって発刊していた『九州帝国大学新聞』は，学徒出陣

にともなって休刊（廃刊）とされた。大学新聞は出陣する学徒のための映画や音楽会，激励会など

華々しい行事の開催が伝えられている。

　「二千有余学徒総霜起の秋　陸軍は12月1日入営，海軍は12月10日入団」。「学徒の徴集猶予停止

は兵役関係の勅令及び省令として二日公布即日実施。法文学系は直ちにペンを銃に，理工系学徒は

入営は延期されたとは言へ，軍籍に在って科学戦の戦士となる。」特に理科系よりも文科系の学生

が多く学徒出陣に動員された。

『九州大学史には，朝鮮半島からの朝鮮人留学生の学徒出陣について，記録が見当たらない。『九

州大学五十年史　通史』には，法文学部のみ若干ふれている。朝鮮半島出身志願者は13人と記され

ている。（32）志願兵と書かれているものの，留学生が志願兵となるパターンは，故郷の家族に官憲の

圧力がかかるためにやむ得ず徴兵されるケースであった。

　「朝鮮および台湾出身者で，現に大学や高等専門学校に学び，徴兵適齢もしくばこれを超える者

を十一月二十日までに出願させ，昭和十九年一月の二十日に入営させ，先に入営した学徒の後続隊

としょうとしたのである……志願制は建前は自主的志願であったが……本人にその意志がなかった

にも拘わらず，朝鮮在住の両親に対する憲兵の強制があり，やむえなく志願した例も多くあったよ

うだ」（33）と『留学生調査報告書』に卒業生たちが証言しているように親の方に圧力がかけられた。

　敗戦直後の九州大学の卒業状況については，1945年敗戦後はじめての卒業者については，法文学

部の場合，次のように記されている。

　「法文学部の法学部三月卒業生一人，八月卒業生二人，九月卒業生二十一名（中国人一人）文学

部は十島が卒業できた。」（34）

　1943年3月卒業生は，法学部1名，経済学部1名，文学部1名と法文学部には3名しかいなかっ

た。このような現象は，植民地朝鮮も同様で，京城帝国大学の法文学部の卒業生は，たった1人だっ

た。（35）

　インタビューでの共通話題の一つは，上述した泥沼化した戦争末期の大学の環境であった。この

ように朝鮮人留学生を取り巻く大学生活環境は緊張を増していたが，学徒兵の徴兵に至り，さらな

る緊張感が窺える。

　学徒出陣や生体実験など泥沼化する大学の環境の他にも，同時代の留学生を取り巻く大学生活に
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は，特高監視や徴兵に対する緊張感，食料を含めた，日常生活の困難があった。

　同志社大学（文学部文化学科英語英文学選科生）留学中であった詩人サ東柱（36＞は，ハングルで

詩を書いているとして治安維持法違反で京都の下鴨警察に逮捕され，1945年，敗戦直前に福岡刑務

所で27才の時に獄死した。朝鮮人留学生サ東柱と彼の従兄弟の変死をめぐって朝鮮人留学生を監視

する特高警察の実態や生体実験が浮き彫りにされた。（3η

　経済学部の留学生たちが対談で異口同声に語っているように，下宿の部屋など留学生たちは常に

特高の監視の対象になっていた。上述したサ東柱のように無数の朝鮮人留学生が獄死や変死する時

代だった。この時代を貫いて生き残った留学生たちにとって，独立運動など積極的な行為はもって

の他であり，大学がかろうじて特高の監視に対するとりでであり，指導教官の一言によって大きく

左右された時代であった。

おわりに

　ここでは朝鮮人留学生を中心に取りあげたが，一部の朝鮮人卒業生とは1965日韓国交樹立前にも

第三国をとおした母校との交流が行われることもあった。

　九州帝国大学留学当時の学生生活や思い出，エピソードをとおして留学生の実態を明らかにする

ほか，彼らが歩んできた生き方などの語りをとおして彼らが帰国後，日韓学術交流や国際交流に橋

渡しの役割を担ってきたその歩みを探った。

　本調査をとおして同窓生の活動や業績が改めて把握できたことも意味があると思われる。

　また，複数の名簿を対照してみると同窓会誌や会員名簿などには抜けている卒業生が多数いるこ

とが今回の調査で分かり，すでになくなられた一部の同窓の元職業が付記できた。（38）そして，創氏

改名で日本名を使った留学生は，この数字に入っていないことも付け加えたい。

　太平洋戦争中兵役によって失踪した同窓生や北朝鮮へわたった卒業生の消息把握はこれからの課

題であろう。学徒出陣で戦場に送り込まれ，九死に一生を得た留学生たちには卒業証書が授与され

たが，未だ得ていない同窓生がいるのも現状である。立命館大学や中央大学など一部の私立大学の

ように一日でも早く卒業証書を与え，戦争で兵役の犠牲となり，卒業証書ももらえない，二重の苦

しみを受けている存命の同窓生に一刻も早く卒業証書を授与すべきであろう。

　厳しい時代を生き抜いてきた戦前の日本留学生活の中で，彼らが語ることのできない無声の声を

よみとる洞察力と理解性が求められている。
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The follow-up study on the Asian student studying abroad 
who entered the universities in Japan 

- Mainly on the Korean students studied a t  the Kyushu empire university - 

Insuk KO 

This paper investigated the subject through the historical records and the investigations 

about the Kyushu empire University graduates, and has investigated an  alumni bulletin and a 

list in each department in the key for the member in the alumni association to  be related with 

the alma mater Kyushu Empire University. Former I treated this issue a t  my article "the 

Asian student studying abroad image in the old empire university" ("the student studying 

abroad investigation report" (the 1st) Kyushu university Korea study center 2002). 

Moreover, i t  made to  think of the state of the international exchange in future university 

through the questionnaires and the analysis of the interviews. 

This investigation is in addition to  making the actual state of the student studying 

abroad clear through the student life and the remembrance, the episode of abroad the Kyushu 

empire university studying a t  the time. 

This searched the figures of the students after their home returning through their 

speeches, and also the activity of the schoolfellow and the achievements, too. 

The previous occupation of the students has become clear, but not all could be added. 

Also, i t  lucks the student who used Japanese name forced by Japanese the govern- 

ment, too. 

The research on the schoolfellows in North Korea and those who disappeared by the 

military service in the Pacific war will be the remaining issue. 

And to  give the diploma to  the students who scarcely lived without a diploma the 

military service is not yet solved, but is necessary. 


